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１ 当別町一般会計決算 

 

（１）収支決算の概況 

 

 本会計の当初予算額は１５０億７，００９万４千円で、その後専決処分を含め１７回の補正を

行いました。その主なものは普通交付税５億１００万８千円、経済対策世帯給付金事業３億

６，７５２万３千円、産地生産基盤パワーアップ事業６億３，０５０万円、まちづくり基金寄付

金５億２，８５４万８千円等の増額と、新しいまちの顔づくりプロジェクト基金７，０００万円

等の減額であり、令和２年度繰越明許費の繰越額２８億８，１６３万９千円を合計すると最終予

算額は２１２億２，０４１万５千円となりました。 

 この予算額に対しての歳入総額は２０１億２，８７２万８，０２９円で９４.８６％の収入率

となりました。（令和３年度繰越明許費の未収入特定財源８億６，０７３万５千円を予算から除

くと収入率は９８.８７％となります。） 

 また、歳出については歳出総額１９６億９，９８１万２，３１９円で予算額に対し９２．８３％

の執行率となり、令和３年度繰越明許費８億７，９０３万５千円を除き６億４，１５６万７６８１円の

不用額が生じました。 

 この結果、歳入歳出差引額から繰越事業に必要な財源１，８３０万円を控除した４億    

１，０６１万５千円の余剰金が生じたため、これを翌年度に繰り越しいたしました。 

 

【歳入歳出決算額の対前年度比較】                （単位：千円・％） 

区     分 令和３年度 令和２年度 増 減 額 増 減 率 

歳 入 決 算 額 20,128,728 15,952,655 4,176,073 26.2 

歳 出 決 算 額 19,699,813 15,641,172 4,058,641 26.0 

歳入歳出差引 428,915 311,483 117,432 37.7 

翌年度に繰り越すべき財源 18,300 49,221 ▲30,921 ▲62.8 

実 質 収 支 410,615 262,262 148,353 56.6 

 

 

（２）歳入について 

 

本会計の歳入中、町税については地方税法等に基づき、各税目において的確な課税客体の把握

及び適正な賦課を行うとともに、税の公平性を保つため状況に応じた滞納処分も積極的に行い、

収納率の維持及び向上を図り、貴重な自主財源の確保に努めました。 

 歳入全体の１９．９６％を占める依存財源の地方交付税は、普通交付税の追加交付により増加

しました。また、国庫補助金は一体型義務教育学校建設事業に係る公立学校施設整備費国庫負担

金及び学校施設環境改善交付金により増加しました。道支出金においては、感染防止対策協力支

援金などにより増加しました。町債の増については、一体型義務教育学校整備事業、JR 札沼線

新駅駅前整備事業、高度無線環境整備事業が主な要因です。 

 また、寄附金についても、ふるさと納税が大幅に増加したことにより増加しました。 

なお、主な款別収入状況は、次のとおりです。 
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【款別収入状況】                          （単位：千円） 

款 予 算 額 収入済額 
予算額と収入 

済額の差額 
説   明 

町 税 1,820,788 1,937,334 116,546  

地方消費税交付金 408,354 408,354 0  

地 方 交 付 税 4,017,570 4,017,570 0  

使用料及び手数料 131,399 131,062 ▲337  

国 庫 支 出 金 4,011,820 4,103,178 ▲91,358 令和 3 年度繰越明許費に係る未収入特定財源 217,485 円 

道 支 出 金 1,403,286 724,825 ▲678,461 令和 3 年度繰越明許費に係る未収入特定財源 643,250 円 

財 産 収 入 37,405 38,192 787  

寄 附 金 3,693,073 3,680,071 ▲13,002  

繰 入 金 1,662,429 1,519,002 ▲143,427  

繰 越 金 311,483 311,483 0  

諸 収 入 137,357 119,573 ▲17,784  

町 債 3,173,681 2,707,181 ▲466,500  

 

 

（３）歳出について 

 

 歳出については、少子高齢化・人口減少時代の到来や住民ニーズの高度化・多様化など社会情

勢の急速な変化により、一層適切に対応することが求められています。 

 一方で歳出全体に占める公債費（地方債の返済）の割合は依然として高く、財政の硬直化によ

る厳しい財政運営となっています。 

 こうした状況の下、重点施策に配慮しつつ、経費全般にわたり優先度・緊急度を検討するとと

もに既存の事業についても見直しを図り、限られた財源の重点的かつ効率的な配分と財政の健全

化を念頭に予算を編成し、その執行に努めてまいりました。 

 前年度より減少した主なものとしては、まちづくり基金積立金の減や西当別小・中学校木質バ

イオマスボイラ導入工事の終了等があり、一方で、高度無線環境整備事業の増、ふるさと納税返

礼品発送業務費の増、JR 札沼線新駅駅設置に伴う負担金の増により歳出総額は前年度より増加

となりました。 

 なお、入湯税及び都市計画税の使途状況、地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられ

る社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費については次のとおりです。 

また、各部局別の主な事業の実施状況は、７ページからの主要な施策の成果一覧表のとおりで

す。 

 

入湯税の使途状況 

（単位：千円） 

事業名 
令和３年度 

決算額 

財源内訳 

特定財源 一般財源 

国・道 

支出金 
町債 その他 入湯税 その他 

 観 光 協 会 補 助 金 1,000 0 0 0 755 245 

観 光 振 興 1,000 0 0 0 755 245 

合 計 1,000 0 0 0 755 245 
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都市計画税の使途状況 

（単位：千円） 

事業名 
令和３年度 

決算額 

財源内訳 

特定財源 一般財源 

国・道 

支出金 
町債 その他 都市計画税 その他 

 

街     路 0 0 0 0 0 0 

公     園 0 0 0 0 0 0 

下  水  道 517,341 144,436 256,800 1,320 58,484 56,301 

 そ  の  他 0 0 0 0 0 0 

 市街地開発事業 0 0 0 0 0 0 

都 市 計 画 事 業 517,341 144,436 256,800 1,320 58,484 56,301 

土 地 区 画 整 理 事 業 0 0 0 0 0 0 

地 方 債 償 還 額 633,108 0 0 0 0 633,108 

合 計 1,150,449 144,436 256,800 1,320 58,484 689,409 

 

 

地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費 

【歳入】地方消費税交付金（社会保障財源化分）         235,071 千円 

【歳出】社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費    2,165,171 千円 

（単位：千円） 

事業名 
令和３年度 

決算額 

財源内訳 

特定財源 一般財源 

国・道 

支出金 
町債 その他 

地方消費税交付金 

（社会保障財源化分） 
その他 

 

高齢者福祉事業 46,457 2,484  10,410 7,780 25,783 

障害者福祉事業 740,502 532,106  7,485 46,577 154,334 

母子福祉事業 3,388 1,527  4 431 1,426 

児童福祉事業 560,817 393,204  31,947 31,451 104,215 

その他社会福祉事業  77,357 4,327  2,410 16,372 54,248 

社 会 福 祉 1,428,521 933,648  52,256 102,611 340,006 

 

介護保険事業 249,593 18,473   53,580 177,540 

国民健康保険事業 151,922 83,550   15,850 52,522 

後期高齢者医療事業 284,123 48,373  4,250 53,668 177,832 

社 会 保 険 685,638 150,396  4,250 123,098 407,894 

 

医療提供体制確保事業 3,859 2,296  223 311 1,029 

疾病予防対策事業 38,785 5,588  1,898 7,256 24,043 

母子保健事業 7,825 369  78 1,710 5,668 

健康増進事業 543   176 85 282 

保 健 衛 生 51,012 8,253  2,375 9,362 31,022 

合 計 2,165,171 1,092,297  58,881 235,071 778,922 
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２ 特別会計決算 

（１）当別町国民健康保険特別会計決算について 

 

 本会計は、被保険者の疾病、負傷、出産及び死亡に関し必要な保険給付等を行う医療保険と、

健康の保持増進を目的として実施する保健事業を行うとともに収納率の確保に努め、国民健康保

険の健全な運営を図ってまいりました。 

 また、特定健康診査・特定保健指導は、糖尿病等の生活習慣病の発症と重症化を予防し、有病

者と予備群の減少を目的として、実施いたしました。 

当初予算において２１億７，０９３万９千円を計上し、年度途中に１億６，８０５万５千円の

減額補正を行った結果、最終予算は２０億２８８万４千円となりました。 

この予算に対する歳入決算額は１９億４，６１２万３，１０８円、歳出決算額は１８億       

７，５１９万７００円で、歳入歳出差引額７，０９３万２，４０８円の余剰金が生じたため、こ

れを翌年度に繰り越しいたしました。 

 

【歳入歳出決算額の対前年度比較】                  （単位：千円・％） 

区   分 令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 増  減  額 増 減 率 

歳 入 決 算 額 1,946,123 1,935,690 10,433 0.5 

歳 出 決 算 額 1,875,191 1,883,519 ▲8,328 ▲0.4 

歳 入 歳 出 差 引 70,932 52,171 18,761 36.0 

翌年度に繰り越すべき財源 0 0 0 0.0 

実 質 収 支 70,932 52,171 18,761 36.0 

 

 

（２）当別町下水道事業特別会計決算について 

 

本会計は、町民の生活基盤である下水道施設を計画的に整備し、安心で快適な暮らしの確保と

河川の水質保全を目的に、下水道事業の健全な運営を図ってまいりました。 

令和３年度においては、更新を迎えた下水道管渠と耐用年数を経過したマンホール蓋及び終末

処理場の機械設備の更新工事を執行してまいりました。 

当初予算において９億３，１１３万９千円を計上し、年度途中に１億２２４万９千円の増額

補正を行った結果、最終予算は１０億３，３３８万８千円となりました。 

 この予算に対する歳入決算額は１０億３，５９７万８，０３７円、歳出決算額は１０億     

１，０５７万９，４８９円で、歳入歳出差引額２，５３９万８，５４８円の余剰金が生じたため、

これを翌年度に繰り越しいたしました。 

 

【歳入歳出決算額の対前年度比較】                  （単位：千円・％） 

区   分 令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 増  減  額 増 減 率 

歳 入 決 算 額 1,035,978 881,168 154,810 17.6 

歳 出 決 算 額 1,010,580 861,741 148,839 17.3 

歳 入 歳 出 差 引 25,398 19,427 5,971 30.7 

翌年度に繰り越すべき財源 0 0  0.0 

実 質 収 支 25,398 19,427 5,971 30.7 
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（３）当別町介護保険特別会計決算について 

 

本会計は、介護保険制度による保険給付等の収支を明確にし、介護保険事業の健全な運営を期

するものです。 

令和３年度の決算においては、介護及び介護予防サービスなどに要する保険給付費や当別町が

実施する地域支援事業費などの支出の適正な執行をしてまいりました。 

当初予算において１６億４，８１４万８千円を計上し、年度途中に７，９５０万７千円の増

額補正を行った結果、最終予算は１７億２，７６５万５千円となりました。 

この予算に対する歳入決算額は１７億３，１６９万３，７９９円、歳出決算額は１６億 

１，８１４万８，８２５円で、歳入歳出差引額１億１，３５４万４，９７４円の余剰金が生じた

ため、これを翌年度に繰り越しいたしました。 

 

【歳入歳出決算額の対前年度比較】                  （単位：千円・％） 

区   分 令 和 ３ 年 度 平 成 ２ 年 度 増  減  額 増 減 率 

歳 入 決 算 額 1,731,693 1,652,189 79,504 4.8 

歳 出 決 算 額 1,618,149 1,608,560 9,589 0.6 

歳 入 歳 出 差 引 113,544 43,629 69,915 160.2 

翌年度に繰り越すべき財源 0 0 0 0 

実 質 収 支 113,544 43,629 69,915 160.2 

 

 

（４）当別町介護サービス事業特別会計決算について 

 

本会計は、当別町において介護保険法に基づく介護サービス事業として訪問介護（ホームヘル

プサービス）事業、通所介護（デイサービス）事業を実施するための収支を明確にし、介護サー

ビス事業の健全な運営を期するものです。 

令和３年度の決算においては、訪問介護及び通所介護サービスを提供したことによるサービス

事業費などの支出の適正な執行をしてまいりました。 

当初予算において６，４２９万７千円を計上し、年度途中に１，２９７万６千円の増額補正

を行った結果、最終予算は７，７２７万３千円となりました。 

この予算に対する歳入決算額は５，１８９万３，８１２円、歳出決算額は７，６７８万５５０円

で、歳入歳出差引額２，４８８万６，７３８円の不足が生じたため、これを翌年度会計から繰上

充用をいたしました。 

 

【歳入歳出決算額の対前年度比較】                  （単位：千円・％） 

区   分 令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 増  減  額 増 減 率 

歳 入 決 算 額 51,894 61,040 ▲9,146 ▲15.0 

歳 出 決 算 額 76,780 73,870 2,910 3.9 

歳 入 歳 出 差 引 ▲24,886 ▲12,830 ▲12,056 94.0 

翌年度に繰り越すべき財源 0 0 0 0 

実 質 収 支 ▲24,886 ▲12,830 ▲12,056 94.0 
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（５）当別町後期高齢者医療特別会計決算について 

 

本会計は、後期高齢者医療制度の実施に伴い、町が担当する事務を執行し、被保険者の疾病の

早期発見早期治療を目的に健康診査を行うとともに保険料収納率の確保に努め、後期高齢者医療

制度の健全な運営を図ってまいりました。 

当初予算において２億７，２１１万５千円を計上し、年度途中に２７７万５千円の増額補正

を行った結果、最終予算は２億７，４８９万円となりました。 

 この予算に対する歳入決算額は２億７，０２０万４，２９８円、歳出決算額は２億       

６，５３９万６６８円で、歳入歳出差引額４８１万３，６３０円の余剰金が生じたため、これを

翌年度に繰り越しいたしました。 

 

【歳入歳出決算額の対前年度比較】                  （単位：千円・％） 

区   分 令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 増  減  額 増 減 率 

歳 入 決 算 額 270,204 264,638 5,566 2.1 

歳 出 決 算 額 265,391 259,664 5,727 2.2 

歳 入 歳 出 差 引 4,813 4,974 ▲161 ▲3.2 

翌年度に繰り越すべき財源 0 0 0 0.0 

実 質 収 支 4,813 4,974 ▲161 ▲3.2 
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ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

運
行

実
績

】
 
 
・

運
行

期
間

　
令

和
3
年

4
月

1
日

～
令

和
4
年

3
月

3
1
日

（
元

旦
を

除
く

）
　

・
利

用
者

数
　

1
2
8
,
0
8
8
人

　
・

運
行

収
入

　
8
,
9
3
2
,
1
0
0
円

セ
ー

ル
ス
戦

略
課

【
２

款
１

項
４

目
　

総
務

費
】

Ｊ
Ｒ

札
沼

線
代

替
バ

ス
（

月
形

当
別

線
）

運
行

事
業

　
令

和
2
年

5
月

の
J
R
札

沼
線

一
部

区
間

（
北

海
道

医
療

大
学

駅
以

北
）

の
廃

止
に

伴
い

運
行

し
て

い
る

代
替

バ
ス

（
月

形
当

別
線

）
に

対
し

、
月

形
町

と
と

も
に

運
行

事
業

者
へ

運
行

経
費

の
補

助
（

補
助

割
合

：
当

別
町

6
9
％

、
月

形
町

3
1
％

）
を

行
う

。
な

お
、

補
助

金
の

財
源

は
、

J
R
の

一
部

区
間

廃
止

に
伴

う
J
R
北

海
道

か
ら

の
支

援
金

を
活

用
し

て
い

る
。

1
1
,
0
9
6
　

令
和

2
年

4
月

1
日

か
ら

運
行

開
始

し
、

令
和

3
年

度
の

利
用

者
は

1
3
,
3
6
8
人
と

な
っ

て
い

る
。

今
後

も
バ

ス
事

業
者

及
び

月
形

町
と

と
も

に
利

用
者

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
を

設
定

す
る

な
ど

、
利

便
性

向
上

に
向

け
た

取
組

み
を

行
い

、
利

用
者

の
増

加
を

図
っ

て
い

く
。

【
利

用
実

績
】

　
　

令
和

2
年

度
　

1
4
,
5
3
7
人

　
　

令
和

3
年

度
　

1
3
,
3
6
8
人

【
２

款
１

項
５

目
　

総
務

費
】

ふ
る

さ
と

納
税

推
進

事
業

　
ふ

る
さ

と
納

税
制

度
を

活
用

し
、

町
の

特
産

品
を

全
国

に
発

信
す

る
こ

と
で

多
く

の
方

々
に

知
っ

て
も

ら
う

と
と

も
に

当
別

町
の

Ｐ
Ｒ

を
行

い
、

当
別

フ
ァ

ン
や

交
流

人
口

を
増

や
し

て
い

く
。

1
,
6
3
7
,
8
5
5
　

令
和

3
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
に

よ
る

全
国

的
な

緊
急

事
態

宣
言

等
の

巣
ご

も
り

需
要

か
ら

、
前

年
度

比
約

1
.
4
倍

の
寄

附
を

募
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

寄
附

者
の
更

な
る

増
加

に
よ

り
全

国
に

町
の

特
産

品
が

広
く

発
信

さ
れ

た
と

と
も

に
、

町
の

Ｐ
Ｒ

に
も

繋
が

っ
た

。
【

ふ
る

さ
と

納
税

寄
附

件
数

及
び

寄
附

金
額

】
　

　
平

成
3
0
年

度
　

6
9
,
9
2
5
件

　
　

8
6
8
,
5
2
4
,
0
0
0
円

　
　

令
和

元
年

度
 
1
0
7
,
9
9
2
件

　
1
,
2
9
0
,
1
1
0
,
0
0
0
円

　
　

令
和

2
年

度
 
 
1
5
5
,
4
7
0
件

　
1
,
9
4
8
,
5
1
9
,
7
2
0
円

　
　

令
和

3
年

度
 
 
2
2
1
,
5
6
1
件

　
2
,
7
2
7
,
5
4
8
,
0
0
0
円

デ
ジ

タ
ル
都

市
推

進
課

【
２

款
１

項
１

１
目

　
総

務
費

】
リ

モ
ー

ト
接

続
環

境
整

備
事

業
　

Ｉ
Ｃ

Ｔ
技

術
を

活
用

し
自

宅
等

に
お

い
て

も
業

務
が

可
能

と
な

る
よ

う
、

テ
レ

ワ
ー

ク
等

の
リ

モ
ー

ト
ア

ク
セ

ス
が

で
き

る
環

境
を

整
備

す
る

。

5
,
0
8
0
　

長
引

く
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
対

策
等

に
お

け
る

ニ
ュ

ー
ノ

ー
マ
ル

な
働

き
方

に
対

応
し

、
ま

た
緊

急
的

な
災

害
等

に
お

い
て

も
自

治
体

業
務

を
停

止
さ

せ
ず

に
行

政
サ

ー
ビ

ス
を

滞
り

な
く

運
営

さ
せ

る
た

め
、

在
宅

勤
務

等
が

可
能

と
な

る
リ

モ
ー

ト
接

続
環

境
の

構
築

を
行

っ
た

。
令

和
3
年

度
に

つ
い

て
は

、
令

和
2
年

度
に

構
築

し
た

環
境

か
ら

の
拡

充
を

図
り

、
更

な
る

庁
内

の
テ

レ
ワ

ー
ク

の
推

進
を

行
っ
た

。

【
２

款
１

項
１

４
目

　
総

務
費

】
高

度
無

線
環

境
整

備
事

業
　

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

や
ス

マ
ー

ト
農

業
、

テ
レ

ワ
ー

ク
等

の
当

別
町

デ
ジ

タ
ル

田
園

都
市

構
想

に
お

け
る

基
盤

と
な

る
光

フ
ァ

イ
バ

ー
網

を
整

備
し

、
町

内
未

整
備

箇
所

の
解

消
を

図
る

。

3
8
8
,
2
8
0
　

全
て

の
町

民
が

デ
ジ

タ
ル

の
恩

恵
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

町
内

未
整
備

地
域

へ
光

フ
ァ

イ
バ

ー
を

敷
設

す
る

工
事

を
行

っ
た

。
令

和
3
年

度
末

に
敷

設
工

事
が

完
了

し
、

令
和

4
年

度
よ

り
公

設
民

営
方

式
に

よ
る

敷
設

地
域

で
の

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
サ

ー
ビ

ス
を

開
始

し
た

。

決
算

額
（

千
円

）
事

業
推

進
課

【
７

款
４

項
１

目
　

土
木

費
】

新
庁

舎
整

備
事

業
　

現
庁

舎
は

建
設

か
ら

5
0
年

以
上

経
過

し
、

老
朽

化
や

耐
震

性
の

不
足

が
懸

念
さ

れ
、

早
期

の
更

新
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

事
業

費
や

事
業

手
法

、
候

補
地

等
様

々
な

条
件

・
課

題
の

整
理

が
必

要
で

あ
る

た
め

、
基

本
構

想
を

策
定

し
、

具
体

的
な

条
件

設
定

を
行

う
基

本
計

画
を

ま
と

め
、

新
庁

舎
の

整
備

を
す

す
め

る
。

ま
た

、
町

民
お

よ
び

外
部

の
専

門
的

な
意

見
を

取
り

入
れ

る
た

め
、

新
庁

舎
建

設
検

討
委

員
会

を
設

置
し

た
。

2
,
7
4
7
　

庁
舎

建
替

え
の

基
本

理
念

・
基

本
方

針
の

設
定

や
、

概
算

事
業

費
、

庁
舎
の

規
模

・
機

能
、

候
補

地
、

事
業

手
法

、
複

合
化

の
検

討
を

行
い

、
大

枠
と

な
る

基
本

構
想

の
策

定
を

す
す

め
た

。
ま

た
、

新
庁

舎
建

設
検

討
委

員
会

を
令

和
4
年

2
月

2
4
日

に
１

回
開

催
し

た
。

　
新

庁
舎

基
本

構
想

策
定

業
務

委
託

　
2
,
6
9
5
千

円
　

新
庁

舎
建

設
検

討
委

員
会

報
酬

　
　

　
 
5
1
千

円
 
 
新

庁
舎

建
設

検
討

委
員

会
費

用
弁

償
 
 
 
 
1
千

円

所
属

課
事

業
名

主
要

な
施
策

の
成

果
一

覧
表

成
果

の
説

明

事
業

内
容

所
属

課
事

業
名

成
果

の
説

明

事
業

内
容

事
業

推
進

部

7



決
算

額
（

千
円

）
事

業
推

進
課

【
７

款
４

項
１

目
　

土
木

費
】

J
R
札

沼
線

新
駅

駅
前

広
場

整
備

事
業

　
道

の
駅

・
民

間
工

場
見

学
施

設
・

札
幌

市
に

近
接

し
た

恵
ま

れ
た

太
美

地
区

の
立

地
条

件
を

活
か

し
、

公
民

連
携

の
も

と
、

新
し

い
ま

ち
の

顔
と

し
て

新
駅

を
設

置
す

る
こ

と
で

、
当

別
町

の
魅

力
を

発
信

す
る

と
と

も
に

新
た

な
人

流
を

創
出

し
、

交
流

人
口

の
増

加
に

よ
る

町
の

発
展

を
目

指
す

。
　

事
業

内
容

と
し

て
、

新
駅

駅
前

広
場

（
ア

ク
セ

ス
道

路
・

駐
車

場
・

駐
輪

場
・

公
衆

用
ト

イ
レ

）
の

整
備

と
既

設
町

道
十

五
線

の
歩

道
新

設
を

行
う

。

3
3
3
,
5
7
1
　

駅
前

広
場

周
辺

の
軟

弱
地

盤
対

策
工

事
の

実
施

と
用

地
買

収
を

行
っ

た
。

ま
た
、

新
駅

か
ら

民
間

工
場

見
学

施
設

ま
で

向
か

う
町

道
十

五
線

に
歩

道
を

設
置

す
る

た
め

、
必

要
な

面
積

を
算

出
す

る
測

量
業

務
と

実
施

設
計

業
務

を
行

っ
た

。
　  
 
町

道
十

五
線

歩
道

新
設

工
事

設
計

業
務

委
託

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
,
5
4
6
千

円
 
 
町

道
十

五
線

歩
道

新
設

工
事

用
地

測
量

業
務

委
託

　
 
 
 
 
　

 
 
2
,
3
3
5
千

円
 
 
J
R
札

沼
線

新
駅

駅
前

広
場

公
衆

用
ト

イ
レ

設
計

業
務

委
託

 
 
　

2
,
3
1
0
千

円
 
 
J
R
札

沼
線

新
駅

駅
前

広
場

軟
弱

地
盤

対
策

工
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
9
4
,
8
0
0
千

円
 
 
J
R
札

沼
線

新
駅

駅
前

広
場

軟
弱

地
盤

対
策

工
事

そ
の

２
 
 
 
 
　

7
,
4
2
5
千

円
　

J
R
札

沼
線

新
駅

駅
前

広
場

整
備

工
事

　
　

　
　

　
　

　
 
　

　
1
1
,
8
8
0
千

円
　

J
R
札

沼
線

新
駅

駅
前

広
場

用
地

購
入

費
　

　
　

　
　

　
　

　
　

7
,
2
7
5
千

円

【
７

款
４

項
１

目
　

土
木

費
】

J
R
札

沼
線

新
駅

設
置

事
業

　
道

の
駅

・
民

間
工

場
見

学
施

設
・

札
幌

市
に

近
接

し
た

恵
ま

れ
た

太
美

地
区

の
立

地
条

件
を

活
か

し
、

公
民

連
携

の
も

と
、

新
し

い
ま

ち
の

顔
と

し
て

新
駅

を
設

置
す

る
こ

と
で

、
当

別
町

の
魅

力
を

発
信

す
る

と
と

も
に

新
た

な
人

流
を

創
出

し
、

交
流

人
口

の
増

加
に

よ
る

町
の

発
展

を
目

指
す

。
　

事
業

内
容

と
し

て
、

新
駅

駅
舎

及
び

乗
降

場
の

新
設

を
行

う
。

7
5
8
,
8
2
7
　

駅
舎

・
乗

降
場

の
新

設
工

事
を

実
施

し
た

。

　
負

担
金

　
7
5
8
,
8
2
7
千

円

【
７

款
４

項
１

目
　

土
木

費
】

ロ
イ

ズ
タ

ウ
ン

駅
開

業
記

念
事

業
　

新
駅

「
ロ

イ
ズ

タ
ウ

ン
駅

」
が

令
和

4
年

3
月

1
2
日

に
開

業
す

る
こ

と
に

伴
い

各
種

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
新

駅
を

町
内

外
へ

広
く

ア
ピ

ー
ル

し
て

交
流

人
口

の
増

加
を

目
指

す
と

と
も

に
、

新
し

い
ま

ち
の

顔
と

し
て

ロ
イ

ズ
タ

ウ
ン

駅
の

完
成

を
祝

う
町

民
の

機
運

醸
成

を
図

る
。

4
,
5
1
6
　

3
月

1
0
日

に
実

施
し

た
完

成
記

念
式

典
の

案
内

状
送

付
や

会
場

設
営

、
当

日
の

進
行

な
ど

式
典

運
営

に
関

す
る

業
務

の
委

託
と

、
開

業
記

念
品

と
し

て
ポ

ー
タ

ブ
ル

マ
イ

バ
ッ

ク
を

作
成

し
た
。

ま
た

、
当

別
町

観
光

協
会

に
よ

る
開

業
日

当
日

の
記

念
列

車
の

運
行

や
、

オ
ン

ラ
イ

ン
ツ

ア
ー

事
業

に
係

る
事
業

費
の

全
額

を
補

助
し

た
。

　 　
ロ

イ
ズ

タ
ウ

ン
駅

開
業

記
念

品
作

成
業

務
委

託
　

　
　

1
2
8
千

円
　

ロ
イ

ズ
タ

ウ
ン

駅
完

成
記

念
式

典
業

務
委

託
　

　
　

1
,
1
8
8
千

円
　

新
駅

開
業

記
念

事
業

補
助

金
　

　
　

　
　

　
　

　
　

3
,
2
0
0
千

円

決
算

額
（

千
円

）
環

境
生

活
課

【
２

款
１

項
７

目
　

総
務

費
】

町
内

会
運

営
費

補
助

事
業

　
町

内
会

が
共

同
福

利
事

業
と

し
て

行
う

保
健

衛
生

、
福

祉
、

防
災

、
防

犯
、

環
境

整
備

、
青

少
年

育
成

、
交

通
安

全
及

び
文

化
事

業
等

の
円

滑
な

実
施

の
た

め
、

町
内

会
館

、
街

路
灯

等
維

持
費

用
の

一
部

を
助

成
す

る
。

6
,
9
4
6
　

地
域

住
民

の
福

祉
の

向
上

と
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
の

育
成

を
図

っ
た
。

　
町

内
会

世
帯

数
割

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
4
3
町

内
会

交
付

　
町

内
会

館
関

係
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
2
9
町

内
会

交
付

　
街

路
灯

関
係

　
　

　
維

持
費

（
電

気
料

）
　

　
4
1
町

内
会

交
付

【
２

款
１

項
７

目
　

総
務

費
】

町
内

会
運

営
費

補
助

事
業

(
町

内
会

街
路

灯
L
E
D
化

事
業

）

　
防

犯
及

び
交

通
安

全
を

目
的

と
し

て
町

内
会

が
設

置
し

管
理

す
る

街
路

灯
を

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

活
用

促
進

の
た

め
に

L
E
D
灯

に
改

良
す

る
工

事
費

の
一

部
を

助
成

す
る

。

2
,
2
9
0
　

町
内

会
が

設
置

す
る

街
路

等
を

L
E
D
灯

に
改

良
を

図
っ

た
。

　
町

内
会

該
当

分
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
1
7
町

内
会

交
付

　
　

改
良

内
訳

　
新

設
3
灯

、
改

良
1
1
8
灯

、
合

計
1
2
1
灯

数
（

L
E
D
化

率
8
1
.
4
％
）

【
２

款
１

項
７

目
　

総
務

費
】

消
費

者
行

政
強

化
事

業
（

消
費

生
活

相
談

業
務

）

　
消

費
生

活
相

談
員

を
2
名

配
置

し
、

消
費

者
ト

ラ
ブ

ル
・
契

約
ト

ラ
ブ

ル
な

ど
の

消
費

生
活

相
談

及
び

特
殊

詐
欺

被
害

の
防

止
の

た
め

の
啓

発
活

動
を

行
う

。
（

道
の

消
費

者
行

政
強

化
事

業
補

助
金

を
活

用
）

4
,
9
6
0
　

相
談

件
数

は
、

消
費

生
活

相
談

が
4
2
件

、
近

隣
ト

ラ
ブ

ル
な

ど
生

活
安

全
相

談
が

8
1
件

あ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
対

応
を

行
っ

た
。

　
出

前
講

座
は

、
1
回

実
施

（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
実

施
団

体
減

少
）

。
　

毎
月

「
見

守
り

情
報

」
を

発
行

し
、

各
町

内
会

長
及

び
関

係
機

関
へ

配
布

し
、

啓
発

活
動

を
実

施
。

住
民

環
境

部

事
業

内
容

所
属

課
事

業
名

成
果

の
説

明

事
業

名

事
業

内
容

成
果

の
説

明
所

属
課

8



決
算

額
（

千
円

）
環

境
生

活
課

【
４

款
２

項
１

目
　

衛
生

費
】

石
狩

市
廃

棄
物

処
理

施
設

等
負

担
金

　
石

狩
市

へ
の

一
般

廃
棄

物
の

処
理

及
び

野
犬

の
掃

討
事

務
の

委
託

に
係

る
負

担
金

8
6
,
2
6
2
　

一
般

廃
棄

物
の

処
理

及
び

野
犬

等
の

適
正

な
処

理
を

行
っ

た
。

　
ご

み
処

理
量

　
 
　

 
3
,
8
5
0
.
9
0
ｔ

　
野

犬
等

処
理

件
数

 
 
 
　

　
 
2
3
頭

【
４

款
２

項
２

目
　

衛
生

費
】

容
器

包
装

リ
サ

イ
ク

ル
事

業
　

循
環

型
社

会
構

築
の

一
環

と
し

て
、

容
器

包
装

リ
サ

イ
ク

ル
法

に
基

づ
く

、
「

ビ
ン

・
缶

・
Ｐ

Ｅ
Ｔ

ボ
ト

ル
」

の
リ

サ
イ

ク
ル

を
実

施
す

る
。

1
2
,
9
5
4
　

容
器

包
装

リ
サ

イ
ク

ル
法

に
伴

う
、

「
ビ

ン
・

缶
・

Ｐ
Ｅ

Ｔ
ボ

ト
ル

」
の
リ

サ
イ

ク
ル

を
実

施
し

た
。

　
実

施
期

間
　

 
　

 
 
 
令

和
3
年

4
月

～
令

和
4
年

3
月

　
リ

サ
イ

ク
ル

量
　

 
 
ビ

ン
　

 
 
 
6
1
,
5
3
0
k
g
 
 
 
 
缶

　
3
9
,
1
9
0
k
g

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
P
E
T
ﾎ
ﾞ
ﾄ
ﾙ
 
 
4
9
,
7
6
0
k
g

【
４

款
２

項
２

目
　

衛
生

費
】

合
併

処
理

浄
化

槽
整

備
事

業
補

助
金

　
合

併
処

理
浄

化
槽

を
設

置
し

、
生

活
雑

排
水

に
よ

る
公

共
用

水
域

の
水

質
汚

濁
を

防
止

す
る

目
的

か
ら

、
合

併
処

理
浄

化
槽

を
設

置
し

よ
う

と
す

る
者

に
対

し
、

補
助

金
と

し
て

工
事

費
用

の
４

０
％

以
内

（
限

度
額

規
定

あ
り

）
を

交
付

す
る

。

1
,
1
4
5
　

生
活

雑
排

水
に

よ
る

公
共

用
水

域
の

水
質

汚
濁

を
防

止
し

、
生

活
環

境
の
保

全
と

公
衆

衛
生

の
向

上
を

図
っ

た
。

　
合

併
処

理
浄

化
槽

設
置

件
数

　
3
件

決
算

額
（

千
円

）
保

健
福

祉
課

　
発

熱
外

来
設

置
期

間
　

令
和

3
年

4
月

1
日

～
令

和
4
年

3
月

3
1
日

　
受

診
者

数
　

8
1
5
名

【
３

款
１

項
１

目
　

民
生

費
】

社
会

福
祉

協
議

会
へ

の
補

助
事

業
　

社
会

福
祉

活
動

を
実

践
す

る
当

別
町

社
会

福
祉

協
議

会
に

対
し

、
地

域
福

祉
の

推
進

を
図

る
た

め
運

営
費

の
補

助
を

行
う

。

2
4
,
0
4
7
　

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

（
愛

の
訪

問
活

動
事

業
等

）
、

支
援

体
制

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
活

動
、

老
人

福
祉

（
高

齢
者

ク
ラ

ブ
活

動
の

援
助

等
）

、
母

子
寡

婦
福

祉
（

母
子

寡
婦

会
活

動
の

援
助

等
）

、
身

体
障

害
者

福
祉

（
身

体
障

害
者

福
祉

活
動

の
援

助
等

）
の

推
進

を
図

り
、

ま
た

、
遺

族
会

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団
体

等
へ

の
支

援
を

実
施

す
る

な
ど

、
地

域
福

祉
の

向
上

、
各

種
団

体
の

活
性

化
等

を
図

っ
た

。

【
３

款
１

項
５

目
　

民
生

費
】

ひ
と

り
親

家
庭

等
医

療
費

助
成

事
業

　
ひ

と
り

親
家

庭
等

の
医

療
費

の
負

担
軽

減
を

図
る

た
め

、
医

療
費

の
一

部
を

助
成

す
る

。
3
,
1
9
8
　

ひ
と

り
親

家
庭

等
の

医
療

費
の

自
己

負
担

分
を

助
成

し
、

健
康

保
持

及
び
福

祉
の

増
進

を
図

っ
た

。
　

母
及

び
父

（
入

院
の

み
）

　
1
3
0
人

　
子

（
通

院
及

び
入

院
）

　
　

1
7
9
人

　
1
8
歳

以
上

2
0
歳

未
満

　
　

　
 
1
0
人

　
　

　
受

給
者

数
合

計
 
 
 
 
 
 
3
1
9
人

 
　

（
件

数
 
 
1
,
4
2
4
件

）

【
２

款
１

項
１

４
目

　
総

務
費

】
医

療
機

関
等

感
染

予
防

対
策

支
援

金

1
4
,
6
8
4

【
３

款
２

項
１

目
　

民
生

費
】

子
ど

も
医

療
費

助
成

事
業

所
属

課

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
拡

大
防

止
対

策
を

講
じ

必
要

な
医

療
を

継
続

的
に

提
供

す
る

体
制

を
維

持
す

る
た

め
の

支
援

金
を

交
付

す
る

。

所
属

課
事

業
名

事
業

内
容

　
子

ど
も

の
健

や
か

な
育

ち
を

支
援

す
る

た
め

、
医

療
費

の
一

部
を

助
成

す
る

。
通

院
は

、
令

和
2
年

8
月

よ
り

小
学

校
卒

業
ま

で
初

診
時

一
部

負
担

の
み

で
受

診
可

能
。

入
院

は
、

平
成

2
8
年

8
月

よ
り

1
8
歳

の
年

度
末

ま
で

無
料

と
し

て
い

る
。

事
業

名
事

業
内

容
成

果
の

説
明

成
果

の
説

明

福
祉

部

　
町

内
医

療
機

関
1
3
か

所
に

支
援

金
を

交
付

す
る

こ
と

で
、

感
染

予
防

対
策

を
講

じ
継

続
的

に
医

療
を

提
供

す
る

体
制

を
維

持
で

き
る

よ
う

支
援

し
た

。

　
医

療
機

関
2
か

所
に

補
助

金
を

交
付

す
る

こ
と

で
、

発
熱

外
来

を
設

置
し

発
熱

等
患

者
へ

の
診

療
及

び
、

Ｐ
Ｃ

Ｒ
検

査
を

実
施

し
、

患
者

へ
の

早
期

対
応

と
町

民
の

安
心

と
利

便
性

の
向

上
に
つ

な
が

っ
た

。

6
,
1
0
0

【
２

款
１

項
１

４
目

　
総

務
費

】
医

療
体

制
強

化
支

援
補

助
金

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

と
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

流
行

期
に

備
え

、
発

熱
外

来
を

設
置

す
る

町
内

医
療

機
関

に
対

し
発

熱
患

者
等

診
療

体
制

強
化

の
た

め
の

補
助

金
を

交
付

す
る

。

1
5
,
7
5
6
　

乳
幼

児
等

が
医

療
機

関
等

に
受

診
す

る
際

の
医

療
費

を
助

成
し

、
次

世
代
の

社
会

を
担

う
子

ど
も

の
健

康
保

持
及

び
福

祉
の

増
進

を
図

っ
た

。
　

受
給

者
数

合
計

　
　

8
0
9
人

　
件

数
　

　
　

　
　

7
,
1
0
8
件

9



決
算

額
（

千
円

）
保

健
福

祉
課

　
が

ん
検

診
に

よ
り

胃
が

ん
2
件

、
大

腸
が

ん
1
件

の
が

ん
発

見
・

治
療

に
つ

な
が

っ
た

。
基

本
健

康
診

査
・

フ
レ

ッ
シ

ュ
健

診
は

、
結

果
を

基
に

保
健

師
、

管
理

栄
養

士
に

よ
る

健
康

相
談

を
実

施
し

、
生

活
習

慣
病

の
予

防
に

つ
な

が
っ

た
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
る

緊
急

事
態

宣
言
中

は
集

団
健

診
5
回

分
（

5
～

9
月

バ
ス

送
迎

健
診

3
回

分
、

6
月

巡
回

ド
ッ

ク
2
日

分
）

を
中

止
と

し
た

。
　

胃
が

ん
　

　
　

　
　

 
 
　

 
 
集

団
1
9
回

と
通

年
　

　
　

　
　

　
 
 
1
4
1
人

　
胃

カ
メ

ラ
　

　
　

　
　

 
 
　

集
団

 
8
回

と
通

年
　

　
　

　
　

　
 
 
 
2
6
人

　
肺

が
ん

　
　

　
　

 
 
　

　
 
 
集

団
1
9
回

と
通

年
　

　
　

　
　

 
　

 
2
7
4
人

　
喀

痰
　

　
 
 
　

　
　

　
　

 
 
集

団
1
9
回

と
通

年
　

　
　

　
　

　
 
 
 
 
0
人

　
大

腸
が

ん
　

　
 
 
　

　
　

 
 
集

団
1
9
回

と
通

年
　

　
　

　
　

　
　

3
2
1
人

　
乳

が
ん

　
　

　
　

　
 
 
　

 
 
集

団
1
1
回

と
通

年
　

　
　

　
　

　
 
 
1
7
0
人

　
（

う
ち

無
料

ク
ー

ポ
ン

使
用

者
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
　

 
 
 
（

3
人

）
　

子
宮

が
ん

　
　

　
 
 
　

　
 
 
集

団
1
0
回

と
通

年
　

　
　

　
　

　
 
 
1
6
1
人

　
（

う
ち

無
料

ク
ー

ポ
ン

使
用

者
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
 
（

1
1
人

）
　

子
宮

が
ん

（
体

部
）

　
 
 
 
 
集

団
1
0
回

と
通

年
　

　
　

　
　

　
　

 
 
5
人

　
骨

粗
鬆

症
検

診
　

　
 
 
　

 
 
集

団
 
8
回

と
通

年
　

　
　

　
 
　

　
 
 
1
5
人

　
基

本
健

康
診

査
　

　
　

　
 
 
集

団
1
7
回

と
通

年
　

 
　

 
 
　

 
　

　
 
1
3
人

　
フ

レ
ッ

シ
ュ

健
診

　
　

　
 
 
集

団
1
7
回

と
通

年
　

　
　

　
　

 
 
 
 
 
5
4
人

　
肝

炎
ウ

イ
ル

ス
検

診
　

　
 
 
集

団
1
7
回

と
通

年
 
　

　
 
　

　
　

　
 
6
4
人

 
 
エ

キ
ノ

コ
ッ

ク
ス

症
検

診
　

集
団

 
4
回

　
　

　
　

　
　

　
 
 
 
 
　

 
2
2
人

　
各

種
予

防
接

種
を

実
施

し
、

疾
病

の
予

防
に

つ
な

が
っ

た
。

　
麻

し
ん

風
し

ん
混

合
（

1
才

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
 
 
5
3
人

　
麻

し
ん

風
し

ん
混

合
（

就
学

前
年

児
）

　
 
 
 
 
 
　

　
　

　
 
 
 
 
 
7
2
人

　
ジ

フ
テ

リ
ア

・
百

日
咳

・
破

傷
風

・
ポ

リ
オ

混
合

（
乳

幼
児

）
 
1
9
0
人

　
ジ

フ
テ

リ
ア

・
破

傷
風

混
合

（
小

学
生

）
　

　
　

　
 
 
　

　
 
　

 
8
7
人

　
ヒ

ブ
（

5
歳

未
満

）
 
 
 
 
 
　

　
　

　
 
 
　

　
　

　
　

 
 
 
　

 
 
 
 
1
8
4
人

　
小

児
肺

炎
球

菌
（

5
歳

未
満

）
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

　
　

　
　

 
 
 
 
 
1
8
3
人

 
 
水

痘
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
1
0
4
人

　
予

診
の

み
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
　

　
　

 
　

 
 
 
2
1
人

　
Ｂ

Ｃ
Ｇ

（
乳

児
）

9
回

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
 
 
　

 
 
4
3
人

　
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

(
高

齢
者

)
　

　
 
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

　
 
　

 
 
2
,
5
8
8
人

　
高

齢
者

肺
炎

球
菌

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
　

1
2
2
人

　
日

本
脳

炎
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
4
8
0
人

　
Ｂ

型
肝

炎
　

　
　

　
　

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
 
1
2
7
人

　
子

宮
頸

が
ん

（
中

学
１

年
～

高
校

１
年

女
子

）
　

　
　

　
 
　

 
 
 
3
2
人

 
 
ロ

タ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
　

 
9
7
人

　
※

不
活

化
ポ

リ
オ

（
乳

幼
児

）
に

つ
い

て
は

実
績

な
し

。

　
ケ

ガ
や

急
病

時
の

対
応

に
つ

い
て

判
断

に
迷

う
場

合
に

、
看

護
師

が
2
4
時

間
3
6
5
日

相
談

に
対

応
し

、
必

要
時

、
救

急
車

の
要

請
に

つ
な

げ
た

。
　

相
談

件
数

　
　

　
4
3
9
件

（
う

ち
、

新
型

コ
ロ

ナ
関

連
の

問
合

せ
1
6
1
件

）
 
 
相

談
者

の
年

代
　

1
9
歳

以
下

6
6
件

、
2
0
～

6
0
代

1
1
4
件

、
7
0
歳

以
上

5
8
件

、
不

明
4
0
件

　
相

談
対

応
結

果
　

1
1
9
番

転
送

2
2
件

、
緊

急
受

診
の

勧
め

3
8
件

、
医

療
機

関
の

案
内

3
5
件

8
,
2
1
8

【
４

款
１

項
１

目
　

衛
生

費
】

救
急

安
心

セ
ン

タ
ー

事
業

　
「

救
急

安
心

セ
ン

タ
ー

さ
っ

ぽ
ろ

」
に

加
入

し
、

救
急

医
療

相
談

と
受

診
可

能
な

医
療

機
関

を
案

内
す

る
と

と
も

に
、

町
内

及
び

江
別

市
の

救
急

医
療

体
制

の
周

知
啓

発
を

行
う

。

　
が

ん
検

診
に

つ
い

て
は

、
が

ん
検

診
推

進
事

業
に

よ
り

、
個

別
に

受
診

勧
奨

通
知

の
送

付
、

医
療

機
関

を
通

じ
た

受
診

勧
奨

、
子

宮
頸

が
ん

及
び

乳
が

ん
検

診
の

無
料

ク
ー

ポ
ン

券
を

対
象

者
へ

配
付

す
る

な
ど

、
が

ん
検

診
の

受
診

率
向

上
、

が
ん

の
早

期
発

見
治

療
に

向
け

、
受

診
勧

奨
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

日
曜

日
の

検
診

の
実

施
な

ど
、

受
け

や
す

い
検

診
体

制
の

整
備

に
努

め
る

。
　

生
活

習
慣

病
予

防
を

図
る

た
め

、
生

活
保

護
受

給
者

へ
の

基
本

健
康

診
査

及
び

1
8
才

か
ら

3
9
才

で
健

康
診

査
を

受
け

る
機

会
の

な
い

方
を

対
象

と
し

た
フ

レ
ッ

シ
ュ

健
診

を
実

施
す

る
。

　
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
し

て
、

妊
娠

期
か

ら
子

育
て

期
ま

で
の

切
れ

目
な

い
支

援
の

相
談

拠
点

と
し

て
、

関
係

機
関

と
連

携
し

保
健

師
が

相
談

支
援

を
行

う
。

全
妊

婦
へ

の
家

庭
訪

問
や

身
近

な
場

所
で

の
相

談
や

情
報

提
供

を
実

施
す

る
。

5
歳

児
の

発
達

や
育

児
の

実
態

を
把

握
し

、
就

学
ま

で
の

相
談

支
援

を
行

う
「

す
く

す
く

相
談

」
を

実
施

す
る

。

【
４

款
１

項
３

目
　

衛
生

費
】

各
種

予
防

接
種

事
業

1
,
1
2
7

【
４

款
１

項
２

目
　

衛
生

費
】

各
種

健
（

検
）

診
事

業

5
2
0

【
４

款
１

項
４

目
　

衛
生

費
】

母
子

保
健

型
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

所
属

課
事

業
名

事
業

内
容

成
果

の
説

明

1
5
,
0
0
9

　
予

防
接

種
法

及
び

感
染

症
法

に
基

づ
き

予
防

接
種

を
実

施
す

る
。

　
個

別
接

種
：

町
内

医
療

機
関

他
に

委
託

し
、

乳
幼

児
に

対
し

麻
し

ん
、

風
し

ん
、

ジ
フ

テ
リ

ア
、

百
日

咳
、

破
傷

風
、

ポ
リ

オ
、

ヒ
ブ

、
小

児
肺

炎
球

菌
、

子
宮

頸
が

ん
、

水
痘

、
日

本
脳

炎
、

Ｂ
型

肝
炎

、
ロ

タ
、

高
齢

者
に

対
し

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
、

高
齢

者
肺

炎
球

菌
予

防
接

種
を

実
施

す
る

。
　

子
宮

頸
が

ん
ワ

ク
チ

ン
は

、
国

か
ら

の
通

知
に

よ
り

平
成

2
5
年

6
月

中
旬

か
ら

の
積

極
的

勧
奨

が
中

止
と

な
っ

て
い

た
が

、
令

和
3
年

1
1
月

よ
り

個
別

勧
奨

が
再

開
さ

れ
た

。
　

集
団

接
種

：
乳

幼
児

に
対

し
Ｂ

Ｃ
Ｇ

予
防

接
種

を
実

施
す

る
。

　
全

妊
産

婦
を

対
象

と
し

た
家

庭
訪

問
と

身
近

な
場

所
で

の
相

談
支

援
を

実
施
し

、
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

実
施

し
た

。
5
歳

児
を

対
象

と
し

発
達

等
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

送
付

と
「

す
く

す
く

相
談

」
の

案
内

を
行

い
、

相
談

支
援

と
つ

な
げ

る
機

会
と

な
っ

た
。

　
妊

婦
訪

問
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
9
件

　
新

生
児

訪
問

　
 
 
 
 
 
 
　

 
4
8
人

　
母

子
健

康
相

談
（

延
べ

）
 
1
3
0
件

10



決
算

額
（

千
円

）
介

護
課

1
1
,
0
0
0

7
,
1
3
3

　
委

託
先

　
公

益
社

団
法

人
当

別
町

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

1
,
4
6
6

　
単

位
高

齢
者

ク
ラ

ブ
数

 
 
2
7
ク

ラ
ブ

　
高

齢
者

ク
ラ

ブ
会

員
数

　
8
6
7
人

3
,
0
0
0

　
相

談
実

件
数

　
　

4
3
件

　
相

談
延

べ
件

数
　

5
4
件

（
う

ち
市

町
村

申
立

て
事

例
 
1
件

）

　
委

託
先

　
社

会
福

祉
法

人
当

別
町

社
会

福
祉

協
議

会

【
３

款
１

項
４

目
　

民
生

費
】

地
域

生
活

支
援

事
業

　
相

談
実

件
数

　
　

　
8
3
7
件

　
相

談
延

べ
件

数
　

2
,
5
8
1
件

 
 
事

業
所

　
当

別
町

障
が

い
者

総
合

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

n
a
n
a
k
a
m
a
d
o
(
な

な
か

ま
ど

)

 
 
委

託
先

　
社

会
福

祉
法

人
ゆ

う
ゆ

う

【
３

款
１

項
４

目
　

民
生

費
】

地
域

生
活

支
援

事
業

 
 
利

用
契

約
者

数
　

身
体

障
が

い
者

　
 
1
名

　
　

知
的

障
が

い
者

　
5
名

　
　

　
　

　
　

　
　

精
神

障
が

い
者

　
3
0
名

 
 
開

設
日

数
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

2
3
9
日

 
 
利

用
者

数
（

延
べ

）
　

2
,
8
1
9
名

　
事

業
所

　
当

別
町

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

つ
く

し
の

郷

　
実

施
法

人
　

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
ま

ち
の

森

【
３

款
１

項
４

目
　

民
生

費
】

地
域

生
活

支
援

事
業

　
重

度
身

体
障

害
者

（
児

）
日

常

　
生

活
用

具
給

付
事

業
　

給
付

者
数

（
実

）
4
8
人

　
　

給
付

件
数

（
延

べ
）

4
3
5
件

　
住

み
慣

れ
た

地
域

で
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
地

域
づ

く
り

の
た

め
、

認
知

症
や

知
的

障
が

い
、

精
神

障
が

い
等

に
よ

り
判

断
能

力
が

十
分

で
な

い
方

に
対

し
、

成
年

後
見

制
度

の
相

談
や

利
用

促
進

、
後

見
活

動
へ

の
支

援
等

を
行

う
。

　
地

域
の

活
性

化
及

び
高

齢
者

の
介

護
予

防
の

た
め

高
齢

者
ク

ラ
ブ

が
実

施
す

る
生

き
が

い
や

健
康

づ
く

り
の

事
業

、
社

会
貢

献
活

動
、

社
会

参
加

活
動

な
ど

に
対

す
る

補
助

　
ひ

と
り

暮
ら

し
高

齢
者

等
の

世
帯

に
緊

急
通

報
装

置
を

設
置

し
、

急
病

や
事

故
な

ど
が

発
生

し
た

場
合

に
、

ボ
タ

ン
ひ

と
つ

で
2
4
時

間
体

制
で

緊
急

事
態

に
対

応
す

る
。

　
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
へ

の
　

補
助

事
業

　
重

度
身

体
障

が
い

者
(
児

)
の

在
宅

で
の

生
活

の
利

便
性

を
図

る
た

め
、

日
常

生
活

用
具

を
給

付
す

る
。

5
,
0
3
6

　
認

知
症

や
知

的
障

が
い

等
に

よ
り

判
断

能
力

が
十

分
で

な
い

方
か

ら
の

相
談
や

申
し

立
て

の
支

援
を

図
っ

た
。

　
高

齢
者

ク
ラ

ブ
連

合
会

が
実

施
し

た
活

動
促

進
、

健
康

づ
く

り
、

介
護

予
防
支

援
事

業
及

び
単

位
高

齢
者

ク
ラ

ブ
が

実
施

し
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
友

愛
、

社
会

参
加

活
動

の
充

実
を

図
っ

た
。

　
障

が
い

者
等

に
対

し
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

創
作

的
活

動
又

は
生

産
活

動
の

機
会

の
提

供
、

社
会

と
の

交
流

の
促

進
等

の
便

宜
を

供
与

し
、

地
域

で
の

生
活

を
支

援
す

る
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
に

対
す

る
補

助

9
,
0
0
0
　

障
が

い
者

等
に

対
し

、
地

域
に

お
い

て
創

作
的

活
動

又
は

生
産

活
動

の
機
会

を
提

供
し

、
社

会
と

の
交

流
の

促
進

を
図

っ
た

。

所
属

課
事

業
内

容

【
３

款
１

項
２

目
　

民
生

費
】

当
別

町
高

齢
者

ク
ラ

ブ
活

動
事

業
補

助
金

【
３

款
１

項
４

目
　

民
生

費
】

成
年

後
見

等
支

援
事

業

事
業

名
成

果
の

説
明

　
緊

急
通

報
装

置
の

設
置

に
よ

り
、

在
宅

に
お

い
て

安
心

し
て

生
活

が
で

き
る
環

境
の

整
備

を
図

っ
た

。
　

設
置

世
帯

 
 
 
 
　

 
 
 
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
9
世

帯
　

令
和

３
年

度
新

規
設

置
（

装
置

貸
与

）
　

 
5
台

 
 
 
 
委

託
先

（
受

信
業

務
）

　
公

益
財

団
法

人
北

海
道

健
康

づ
く

り
財

団

1
,
3
7
1

【
２

款
１

項
１

４
目

　
総

務
費

】
介

護
及

び
障

害
者

支
援

施
設

等
感

染
予

防
対

策
臨

時
支

援
金

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
た

町
内

の
介

護
事

業
所

、
障

害
福

祉
事

業
所

等
を

運
営

す
る

法
人

に
対

し
補

助
を

行
う

。

　
法

人
に

対
し

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
感

染
予

防
対

策
を

徹
底

し
各

種
サ

ー
ビ
ス

等
を

継
続

す
る

こ
と

で
利

用
者

の
状

態
の

悪
化

を
防

ぐ
と

と
も

に
家

族
の

負
担

軽
減

に
繋

が
っ

た
。

　
支

給
対

象
　

1
6
法

人
（

5
3
事

業
所

）
　

（
内

訳
）

・
１

～
２

事
業

所
：

　
5
0
0
千

円
×

７
法

人
　

　
　

　
　

・
３

～
４

事
業

所
：

　
7
5
0
千

円
×

６
法

人
　

　
　

　
　

・
５

事
業

所
以

上
：

1
,
0
0
0
千

円
×

３
法

人

【
３

款
１

項
２

目
　

民
生

費
】

除
雪

サ
ー

ビ
ス

事
業

　
除

雪
が

困
難

な
ひ

と
り

暮
ら

し
高

齢
者

等
で

除
雪

の
援

助
を

受
け

ら
れ

な
い

世
帯

に
対

し
、

冬
期

間
の

生
活

路
確

保
の

た
め

の
除

雪
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

。

　
冬

期
間

の
生

活
路

の
確

保
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

日
常

生
活

の
利

便
性

を
図
っ

た
。

　
実

施
世

帯
　

　
　

　
　

　
1
4
0
世

帯
　

実
施

世
帯

（
延

べ
）

 
 
5
,
4
1
0
世

帯
　

実
施

時
間

（
延

べ
）

　
3
,
8
9
1
時

間

【
３

款
１

項
２

目
　

民
生

費
】

独
居

老
人

等
緊

急
通

報
サ

ー
ビ

ス
事

業

　
在

宅
の

重
度

身
体

障
が

い
者

（
児

）
に

日
常

生
活

用
具

を
給

付
す

る
こ

と
に
よ

り
、

介
護

者
の

負
担

の
軽

減
、

自
立

支
援

な
ど

日
常

生
活

の
利

便
性

の
向

上
、

福
祉

の
増

進
を

図
っ

た
。

　
指

定
相

談
支

援
事

業
所

に
お

い
て

、
障

が
い

者
等

か
ら

の
相

談
に

応
じ

、
必

要
な

情
報

提
供

等
の

便
宜

を
供

与
す

る
こ

と
や

権
利

擁
護

の
た

め
に

必
要

な
援

助
を

行
う

。

9
,
0
0
0
　

相
談

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

よ
り

、
障

が
い

者
等

の
自

立
し

た
日

常
生
活

・
社

会
生

活
の

維
持

と
社

会
参

加
の

促
進

を
図

っ
た

。

　
相

談
支

援
事

業

11



決
算

額
（

千
円

）
介

護
課

 
 
サ

ー
ビ

ス
別

利
用

者
数

(
延

べ
）

　
　

（
障

が
い

者
）

介
護

給
付

　
　

　
　

　
 
　

1
,
7
4
2
人

　
　

　
　

　
　

　
　

訓
練

等
給

付
　

　
　

 
　

　
1
,
4
2
8
人

　
　

　
　

　
　

　
　

特
定

障
害

者
特

別
給

付
　

 
1
,
0
1
2
人

　
　

　
　

　
　

　
　

相
談

支
援

給
付

　
 
　

　
　

　
3
7
9
人

　
　

（
障

が
い

児
）

通
所

給
付

　
 
　

 
 
　

　
　

　
8
9
9
人

　
　

　
　

　
　

　
　

相
談

支
援

給
付

　
 
　

 
 
　

　
2
3
3
人

【
３

款
１

項
４

目
　

民
生

費
】

補
装

具
給

付
事

業

　
給

付
件

数
　

4
3
件

　
身

体
障

が
い

者
　

利
用

者
数

　
1
1
名

　
　

利
用

回
数

（
延

べ
）

　
 
 
6
5
5
回

　
精

神
障

が
い

者
　

利
用

者
数

 
 
 
2
名

　
　

利
用

回
数

（
延

べ
）

 
 
 
 
 
5
1
回

　
知

的
障

が
い

者
　

利
用

者
数

 
 
 
3
名

　
　

利
用

回
数

（
延

べ
）

 
 
 
 
1
8
7
回

　
事

業
所

　
当

別
町

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ

ン

　
委

託
先

　
社

会
福

祉
法

人
当

別
町

社
会

福
祉

協
議

会

2
6
,
3
6
1

3
2
,
8
8
9

　
総

合
相

談
業

務
（

相
談

支
援

）
　

　
　

　
　

 
 
 
 
 
 
 
　

6
3
5
名

　
権

利
擁

護
業

務
（

個
別

相
談

支
援

）
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
2
名

 
 
地

域
ケ

ア
会

議
（

全
体

会
・

専
門

部
会

・
個

別
処

遇
）

 
 
2
7
回

　
委

託
先

　
社

会
福

祉
法

人
ゆ

う
ゆ

う

2
,
0
1
1

　
実

施
機

関
　

社
会

福
祉

法
人

ゆ
う

ゆ
う

介
護

保
険

特
別

会
計

【
４

款
　

地
域

支
援

事
業

費
】

地
域

生
活

サ
ポ

ー
タ

ー
活

動
支

援
事

業

　
共

生
型

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

講
座

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

有
償

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
在

宅
生

活
に

支
援

を
必

要
と

す
る

高
齢

者
に

対
し

家
事

支
援

や
外

出
支

援
等

を
提

供
し

、
高

齢
者

の
在

宅
生

活
支

援
を

図
る

。

【
３

款
１

項
４

目
　

民
生

費
】

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

給
付

等
事

業
　

障
が

い
者

等
が

自
ら

選
択

し
た

場
所

に
居

住
し

又
は

障
が

い
者

等
が

そ
の

有
す

る
能

力
や

適
性

に
応

じ
、

自
立

し
た

日
常

生
活

、
社

会
生

活
の

営
み

に
必

要
と

す
る

サ
ー

ビ
ス

及
び

障
が

い
児

の
集

団
生

活
の

適
応

や
生

活
能

力
の

向
上

に
必

要
と

す
る

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
。

【
３

款
１

項
４

目
　

民
生

費
】

重
度

心
身

障
が

い
者

医
療

給
付

事
業

　
重

度
身

体
障

が
い

者
（

1
～

2
級

及
び

3
級

（
内

部
障

害
）
の

身
体

障
害

者
手

帳
の

交
付

を
受

け
て

い
る

者
）

、
重

度
精

神
障

が
い

者
（

1
級

の
精

神
障

害
者

保
健

福
祉

手
帳

の
交

付
を
受

け
て

い
る

者
）

及
び

重
度

知
的

精
神

障
が

い
者

の
医

療
費

の
負

担
軽

減
を

図
る

た
め

、
医

療
費

の
一

部
を

助
成

す
る

。

　
身

体
障

が
い

者
(
児

)
に

車
椅

子
等

の
補

装
具

を
給

付
す

る
こ

と
に

よ
り

、
日
常

生
活

の
利

便
性

の
向

上
、

福
祉

の
増

進
を

図
っ

た
。

介
護

保
険

特
別

会
計

【
４

款
　

地
域

支
援

事
業

費
】

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

　
高

齢
者

や
そ

の
家

族
が

住
み

な
れ

た
地

域
で

生
活

が
で

き
る

よ
う

支
援

や
相

談
業

務
を

行
う

。
　

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
の

た
め

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
各

種
相

談
や

調
整

及
び

医
療

機
関

等
関

係
機

関
と

の
介

護
、

福
祉

、
健

康
、

医
療

な
ど

総
合

的
な

地
域

包
括

支
援

の
た
め

の
連

絡
調

整
等

を
行

っ
た

。

6
3
4
,
3
9
9
　

障
が

い
者

等
に

対
し

、
居

宅
介

護
、

共
同

生
活

介
護

、
施

設
入

所
支

援
等

及
び
障

が
い

児
に

対
し

、
児

童
発

達
支

援
、

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

等
の

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
福

祉
の

増
進

を
図

っ
た

。

　
身

体
障

害
者

手
帳

の
交

付
を

受
け

て
い

る
障

が
い

者
等

に
失

わ
れ

た
身

体
機

能
や

損
傷

の
あ

る
部

位
を

補
う

た
め

の
用

具
を

給
付

す
る

。

6
,
9
6
5

　
障

害
支

援
区

分
認

定
を

受
け

て
い

る
障

が
い

者
等

に
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

を
派

遣
し

、
身

体
介

護
、

家
事

援
助

、
通

院
等

乗
降

介
助

、
日

常
生

活
援

助
の

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
。

　
家

事
援

助
、

身
体

介
護

、
そ

の
他

相
談

助
言

を
通

じ
、

障
が

い
者

等
の

在
宅
生

活
を

援
助

し
、

日
常

生
活

の
継

続
と

不
安

の
解

消
を

図
っ

た
。

成
果

の
説

明

【
３

款
１

項
４

目
　

民
生

費
】

障
害

者
自

立
支

援
ホ

ー
ム

ヘ
ル

プ
サ

ー
ビ

ス
事

業

　
共

生
型

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

講
座

を
実

施
し

、
認

定
さ

れ
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
が

地
域

生
活

サ
ポ

ー
タ

ー
、

買
物

御
用

聞
き

サ
ポ

ー
タ

ー
及

び
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

協
力

会
員

と
し

て
活

動
を
実

施
し

た
。

　
養

成
講

座
実

施
回

数
　

1
回

 
 
参

加
者

数
　

3
9
名

　
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
認

定
者

数
（

延
べ

）
　

　
・

地
域

生
活

サ
ポ

ー
タ

ー
　

　
　

　
　

 
1
3
4
名

　
　

・
買

物
御

用
聞

き
サ

ポ
ー

タ
ー

　
　

　
 
1
4
4
名

　
　

・
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

協
力

会
員

 
　

 
4
6
名

　
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
実

績
（

延
べ

）
 
　

1
,
0
5
9
名

（
令

和
3
年

4
月

～
令

和
4年

3
月

）

　
重

度
身

体
障

が
い

者
、

重
度

精
神

障
が

い
者

、
重

度
知

的
精

神
障

が
い

者
の
医

療
費

の
自

己
負

担
分

を
助

成
し

医
療

費
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

健
康

保
持

及
び

福
祉

の
増

進
を

図
っ
た

。
　

重
度

身
体

障
が

い
者

　
　

　
6
5
歳

未
満

　
9
2
名

　
6
5
歳

以
上

　
1
7
7
人

　
重

度
精

神
障

が
い

者
　

　
　

6
5
歳

未
満

　
 
3
名

　
6
5
歳

以
上

　
　

2
人

　
重

度
知

的
精

神
障

が
い

者
　

6
5
歳

未
満

　
2
2
名

　
6
5
歳

以
上

　
　

3
人

　
　

　
受

給
者

数
合

計
　

　
　

2
9
9
人

　
　

（
件

数
　

6
,
9
5
9
件

）

5
,
4
2
8

所
属

課
事

業
名

事
業

内
容
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決
算

額
（

千
円

）
1
,
8
8
2

　
実

施
機

関
　

社
会

福
祉

法
人

当
別

町
社

会
福

祉
協

議
会

3
,
6
1
2

　
委

託
先

　
社

会
福

祉
法

人
当

別
町

社
会

福
祉

協
議

会

4
0
,
6
9
2

介
護

保
険

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

事
業

　
利

用
者

数
（

延
べ

）
　

4
,
3
3
2
名

　
開

所
日

数
　

　
　

　
 
 
 
 
2
4
0
日

　
事

業
所

　
当

別
町

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

　
委

託
先

　
社

会
福

祉
法

人
当

別
町

社
会

福
祉

協
議

会

2
1
,
3
5
7

決
算

額
（

千
円

）
農

務
課

【
５

款
１

項
２

目
　

農
林

水
産

業
費

】
担

い
手

確
保

推
進

事
業

　
当

別
町

農
業

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

を
通

じ
て

、
新

規
就

農
者

へ
の

研
修

・
就

農
段

階
の

支
援

や
農

外
参

入
者

を
確

保
す

る
た

め
、

新
規

就
農

フ
ェ

ア
に

出
展

す
る

。

3
,
3
4
3
　

新
た

な
担

い
手

確
保

に
向

け
て

、
地

域
お

こ
し

協
力

隊
（

農
業

支
援

員
）
の

雇
用

や
新

規
就

農
フ

ェ
ア

へ
の

出
展

、
農

業
体

験
（

現
地

相
談

会
）

な
ど

を
行

い
、

新
規

就
農

者
へ

Ｐ
Ｒ

を
行

っ
た

。
　

地
域

お
こ

し
協

力
隊

（
農

業
支

援
員

）
：

１
名

　
新

規
就

農
フ

ェ
ア

出
展

回
数

：
２

回
 
 
農

業
体

験
（

現
地

相
談

会
）

：
２

回

【
５

款
１

項
２

目
　

農
林

水
産

業
費

】
農

業
次

世
代

人
材

投
資

資
金

（
経

営
開

始
型

）

　
新

規
就

農
者

の
意

欲
喚

起
と

就
農

後
の

定
着

を
図

る
た

め
、

就
農

初
期

段
階

の
経

営
の

不
安

定
な

青
年

就
農

者
に

対
し

給
付

す
る

。

4
,
1
2
5
　

経
営

を
始

め
て

間
も

な
い

時
期

に
給

付
金

を
給

付
す

る
こ

と
に

よ
り

、
新
規

就
農

者
の

経
営

の
安

定
化

を
図

っ
た

。
　

給
付

対
象

者
：

夫
婦

1
組

、
単

身
2
名

【
５

款
１

項
５

目
　

農
林

水
産

業
費

】
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

実
践

体
制

づ
く

り
支

援
事

業

　
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

よ
る

可
視

化
さ

れ
た

デ
ー

タ
に

基
づ

く
栽

培
技

術
の

共
有

、
自

動
か

ん
水

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
労

働
時

間
削

減
効

果
の

検
証

を
行

う
。

5
,
7
6
5
　

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

装
置

を
通

じ
て

正
確

な
温

度
デ

ー
タ

等
の

蓄
積

が
で
き

た
こ

と
や

、
携

帯
に

て
ハ

ウ
ス

内
の

温
度

等
が

確
認

で
き

た
こ

と
か

ら
、

労
働

時
間

の
削

減
に

も
繋

が
っ

た
。

ゼ
ロ

カ
ー
ボ

ン
推

進
室

【
２

款
１

項
１

１
目

　
総

務
費

】
ド

ロ
ー

ン
活

用
推

進
事

業
　

行
政

に
お

け
る

ド
ロ

ー
ン

利
活

用
を

推
進

す
る

た
め

に
操

縦
可

能
な

職
員

を
養

成
す

る
と

と
も

に
、

農
業

用
ド

ロ
ー

ン
の

操
作

に
必

要
と

な
る

資
格

取
得

費
の

一
部

を
助

成
し

、
農

業
分

野
で

の
ド

ロ
ー

ン
の

利
活

用
推

進
を

図
る

。

2
3
5
　

本
町

に
お

け
る

ド
ロ

ー
ン

の
業

務
利

用
を

推
進

す
る

に
あ

た
り

、
航

空
法

で
規

制
対

象
と

な
っ

て
い

る
Ｄ

Ｉ
Ｄ

地
区

（
人

口
集

中
地

区
）

や
イ

ベ
ン

ト
時

に
お

け
る

飛
行

が
想

定
さ

れ
る

こ
と
か

ら
、

既
資

格
取

得
職

員
に

あ
っ

て
は

認
定

資
格

の
更

新
年

で
あ

っ
た

た
め

、
資

格
更

新
を

行
っ

た
。

ま
た

、
本
町

所
有

ド
ロ

ー
ン

機
器

の
点

検
整

備
業

務
を

委
託

し
、

安
定

稼
働

を
図

っ
た

。

事
業

名

経
済

部
事

業
内

容
所

属
課

成
果

の
説

明

　
食

事
、

入
浴

な
ど

の
日

常
生

活
上

の
支

援
や

日
常

生
活

行
為

向
上

の
た

め
の

支
援

を
行

う
。

　
要

介
護

（
要

支
援

）
者

等
が

在
宅

生
活

の
継

続
が

で
き

る
よ

う
食

事
や

入
浴
、

身
体

機
能

向
上

の
訓

練
な

ど
の

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

支
援

を
行

っ
た

。

介
護

課
介

護
保

険
特

別
会

計
【

４
款

　
地

域
支

援
事

業
費

】
買

物
支

援
事

業

事
業

内
容

　
買

物
に

困
難

を
抱

え
閉

じ
こ

も
り

が
ち

な
高

齢
者

等
に

対
し

、
有

償
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

御
用

聞
き

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
し

、
在

宅
生

活
の

支
援

と
孤

立
化

の
解

消
を

図
る

。

　
自

力
で

の
買

物
が

困
難

な
高

齢
者

等
に

対
し

、
有

償
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る
御

用
聞

き
を

行
い

、
協

力
店

が
配

達
す

る
こ

と
で

、
在

宅
生

活
の

支
援

と
孤

立
化

の
解

消
を

図
っ

た
。

ま
た

、
交
通

が
不

便
な

地
区

の
方

を
ス

ー
パ

ー
へ

送
迎

し
、

買
い

物
を

支
援

す
る

。
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

実
績

（
延

べ
）

　
9
5
回

　
1
8
0
.
2
5
時

間

所
属

課
成

果
の

説
明

事
業

名

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

特
別

会
計

【
２

款
　

サ
ー

ビ
ス

事
業

費
】

介
護

保
険

ホ
ー

ム
ヘ

ル
プ

サ
ー

ビ
ス

事
業

　
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

が
居

宅
を

訪
問

し
、

食
事

や
掃

除
、

洗
濯

、
買

い
物

な
ど

の
身

体
介

護
や

生
活

援
助

を
行

う
。

　
要

介
護

（
要

支
援

）
者

が
在

宅
生

活
の

継
続

が
で

き
る

よ
う

身
体

介
護

や
生
活

援
助

な
ど

の
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
支

援
を

行
っ

た
。

　
利

用
者

数
（

延
べ

）
 
　

 
5
4
8
名

　
訪

問
件

数
（

延
べ

）
　

4
,
2
9
5
件

　
事

業
所

　
当

別
町

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
　

委
託

先
　

社
会

福
祉

法
人

当
別

町
社

会
福

祉
協

議
会

介
護

保
険

特
別

会
計

【
４

款
　

地
域

支
援

事
業

費
】

配
食

サ
ー

ビ
ス

事
業

　
ひ

と
り

暮
ら

し
等

の
高

齢
者

世
帯

で
給

食
サ

ー
ビ

ス
を

必
要

と
す

る
方

に
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
夕

食
の

配
食

及
び

安
否

・
健

康
状

態
の

確
認

を
行

う
。

　
配

食
を

行
う

こ
と

に
よ

り
高

齢
者

の
食

生
活

の
改

善
、

孤
独

感
の

解
消

を
図
っ

た
。

　
利

用
者

数
　

　
　

　
　

 
2
7
名

（
令

和
4
年

3
月

末
）

　
配

食
数

（
延

べ
）

　
4
,
6
7
1
食

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

特
別

会
計

【
２

款
　

サ
ー

ビ
ス

事
業

費
】
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決
算

額
（

千
円

）
ゼ

ロ
カ

ー
ボ

ン
推

進
室

【
２

款
１

項
１

２
目

　
総

務
費

】
当

別
町

一
体

型
義

務
教

育
学

校
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

ボ
イ

ラ
導

入
事

業

　
令

和
4
年

4
月

に
開

校
し

た
と

う
べ

つ
学

園
に

木
質

チ
ッ

プ
ボ

イ
ラ

を
導

入
し

、
学

校
施

設
の

機
能

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

地
産

地
消

の
推

進
及

び
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
よ

る
C
O
2
削

減
を

図
る

。

1
3
,
3
8
0
　

当
別

町
立

と
う

べ
つ

学
園

に
お

い
て

、
地

域
資

源
を

活
用

し
た

木
質

チ
ッ
プ

ボ
イ

ラ
の

導
入

を
実

施
し

、
令

和
4
年

度
の

本
格

稼
働

に
向

け
て

、
暖

房
設

備
の

一
部

設
置

を
行

っ
た

。

【
５

款
２

項
２

目
　

農
林

水
産

業
費

】
道

営
森

林
管

理
道

「
曽

根
の

沢
線

」
開

設
事

業
負

担
金

　
森

林
整

備
を

効
率

的
に

進
め

る
た

め
、

森
林

管
理

道
曽

根
の

沢
線

を
整

備
す

る
も

の
で

あ
り

、
総

延
長

2
,
5
2
0
m
の

森
林

管
理

道
を

作
設

す
る

。
(
令

和
3
年

度
の

延
長

は
1
,
1
2
0
m
)

2
1
,
9
0
0
　

令
和

元
年

度
よ

り
整

備
を

進
め

て
き

た
本

事
業

は
、

令
和

3
年

度
事

業
に
よ

り
完

成
と

な
っ

た
。

総
延

長
2
,
5
2
0
m
の

う
ち

、
令

和
3
年

度
は

1
,
1
2
0
m
の

整
備

を
完

了
。

本
事

業
が

完
成

し
た

こ
と

に
よ

り
、

森
林

管
理

道
付

近
の

約
1
0
0
h
a
以

上
の

森
林

整
備

が
可

能
と

な
っ

た
。

【
５

款
２

項
２

目
　

農
林

水
産

業
費

】
造

林
省

力
化

技
術

構
築

事
業

　
先

進
的

な
林

業
機

械
を

活
用

し
、

無
立

木
地

で
の

掻
き

起
し

に
よ

る
天

然
更

新
促

進
作

業
の

実
施

を
行

う
と

と
も

に
、

低
密

度
植

栽
に

よ
る

造
林

の
省

力
化

及
び

掻
き

起
し

に
よ

る
下

刈
り

期
間

低
減

の
検

証
を

目
指

す
。

1
,
9
1
4
　

サ
サ

等
に

よ
り

地
表

が
被

覆
さ

れ
、

天
然

更
新

が
阻

害
さ

れ
て

い
た

2
h
a
の
林

地
に

つ
い

て
、

大
型

の
重

機
や

多
大

な
労

務
コ

ス
ト

を
費

や
さ

ず
に

、
先

進
的

な
林

業
機

械
を

活
用

し
安

全
か
つ

低
コ

ス
ト

に
森

林
化

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
本

事
業

に
よ

り
保

育
作

業
の

省
力

化
・

低
コ

ス
ト

化
を
図

る
た

め
の

検
証

が
可

能
と

な
っ

た
。

産
業

振
興
課

【
２

款
１

項
４

目
　

総
務

費
】

当
別

町
地

域
間

交
流

拠
点

施
設

指
定

管
理

事
業

　
「

北
欧

の
風

 
道

の
駅

と
う

べ
つ

」
の

管
理

運
営

に
つ

い
て

、
指

定
管

理
者

制
度

を
継

続
す

る
。

3
8
,
2
0
9
　

「
北

欧
の

風
 
道

の
駅

と
う

べ
つ

」
の

管
理

運
営

を
、

指
定

管
理

者
制

度
に

よ
り

㈱
ｔ

ｏ
ｂ

ｅ
に

委
託

し
、

適
切

な
管

理
運

営
を

行
っ

た
。

　
5
0
％

の
プ

レ
ミ

ア
ム

を
付

与
し

た
プ

レ
ミ

ア
ム

付
商

品
券

を
発

行
・

販
売

を
行

い
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

地
域

経
済

活
性

化
の

一
助

と
な

っ
た

。

　
発

行
冊

数
　

3
0
,
8
0
0
冊

　
発

行
総

額
　

2
3
1
,
0
0
0
千

円

　
道

の
休

業
要

請
等

対
象

施
設

の
ほ

か
、

1
9
時

以
降

の
酒

類
の

提
供

自
粛

や
営
業

時
間

の
短

縮
を

行
う

な
ど

の
感

染
リ

ス
ク

低
減

に
取

り
組

む
事

業
者

に
対

し
て

、
町

独
自

に
支

援
金

を
給

付
し
た

。

　
給

付
件

数
　

3
2
7
件

【
６

款
１

項
１

目
　

商
工

労
働

費
】

企
業

立
地

促
進

事
業

補
助

金

　
町

の
産

業
及

び
地

域
の

振
興

、
新

た
な

雇
用

環
境

を
創

出
す

る
企

業
の

本
町

へ
の

誘
致

を
推

進
す

る
。

1
7
,
4
6
5
　

事
業

の
拡

大
に

よ
り

新
規

で
常

用
雇

用
者

を
１

年
間

継
続

し
て

雇
用

す
る
事

業
者

に
対

す
る

補
助

、
新

規
立

地
に

伴
う

用
地

取
得

補
助

を
行

っ
た

。

決
算

額
（

千
円

）
建

設
課

【
７

款
２

項
１

目
　

土
木

費
】

町
道

除
排

雪
事

業
　

除
雪

　
　

車
道

除
雪

　
L
=
3
1
3
.
9
㎞

　
　

　
　

　
歩

道
除

雪
　

L
=
 
2
8
.
6
㎞

　 　
排

雪
　

　
町

道
排

雪
　

4
7
9
,
8
6
4
 

7
6
1
,
3
2
1
　

冬
期

の
道

路
交

通
確

保
の

た
め

、
歩

車
道

合
わ

せ
て

延
長

3
4
2
.
5
㎞

を
除

雪
し
路

線
を

確
保

し
た

。
ま

た
、

市
街

地
区

の
歩

車
道

確
保

の
た

め
、

4
7
9
,
8
6
4
 

を
運

搬
排

雪
し

冬
道

の
安

全
確

保
に

努
め

た
。

　
雪

堆
積

場
に

つ
い

て
は

町
内

に
4
ヶ

所
設

け
、

延
べ

1
,
0
2
1
,
9
0
0
 

の
雪

を
堆
積

し
公

共
及

び
一

般
利

用
者

の
利

便
性

の
向

上
を

図
っ

た
。

所
属

課
事

業
名

事
業

内
容

成
果

の
説

明

事
業

名

【
２

款
１

項
１

４
目

　
総

務
費

】
プ

レ
ミ

ア
ム

付
商

品
券

事
業

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

に
よ

る
消

費
行

動
の

自
粛

か
ら

低
迷

す
る

個
人

消
費

を
喚

起
す

る
た

め
、

全
世

帯
を

対
象

と
し

た
プ

レ
ミ

ア
ム

付
商

品
券

の
発

行
を

行
う

。

8
4
,
2
3
2

1
0
,
3
4
0

【
２

款
１

項
１

４
目

　
総

務
費

】
休

業
協

力
・

感
染

リ
ス

ク
低

減
支

援
金

2
3
5
,
4
4
0

事
業

内
容

所
属

課

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

防
止

の
た

め
、

道
の

緊
急

事
態

宣
言

に
よ

る
休

業
等

要
請

等
対

象
施

設
に

対
す

る
支

援
金

を
給

付
す

る
。

　
橋

梁
長

寿
命

化
修

繕
計

画
に

基
づ

き
、

当
別

川
に

架
か

る
１

９
線

橋
（

橋
長
2
6
1
.
9
m
、

幅
員

7
.
8
m
、

7
径

間
）

に
お

い
て

、
老

朽
化

の
著

し
い

7
4
.
6
m
の

主
桁

や
床

版
及

び
橋

脚
の

補
修

を
行
い

、
施

設
の

延
命

措
置

を
図

っ
た

。

　
橋

梁
長

寿
命

化
修

繕
工

事
　

橋
梁

補
修

　
L
=
7
4
.
6
m

【
７

款
２

項
３

目
　

土
木

費
】

橋
梁

長
寿

命
化

修
繕

事
業

建
設

水
道

部
成

果
の

説
明

8
9
,
1
0
0

【
７

款
２

項
３

目
　

土
木

費
】

道
路

照
明

施
設

更
新

事
業

　
道

路
照

明
施

設
更

新
工

事
　

道
路

照
明

更
新

　
2
8
基

1
8
,
0
4
0

【
７

款
２

項
３

目
　

土
木

費
】

町
道

中
央

十
九

線
防

雪
柵

設
置

事
業

　
防

雪
柵

設
置

工
事

　
防

雪
柵

 
 
L
=
3
5
.
0
m

　
冬

期
間

の
地

吹
雪

に
よ

る
視

界
不

良
、

吹
き

溜
ま

り
等

の
交

通
障

害
を

未
然
に

防
ぐ

た
め

、
3
5
m
の

防
雪

柵
を

設
置

し
道

路
交

通
網

の
安

全
を

確
保

し
た

。

　
道

路
付

属
物

点
検

に
基

づ
き

、
老

朽
化

の
著

し
い

道
路

照
明

施
設

2
8
基

を
更
新

（
L
E
D
化

）
し

、
施

設
の

維
持

に
努

め
た

。
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決
算

額
（

千
円

）
建

設
課

1
9
,
1
8
3

3
7
,
1
9
6

下
水

道
事

業
特

別
会

計
（

管
渠

等
の

更
新

工
事

）
【

１
款

　
下

水
道

費
】

　
管

渠
改

築
更

新
工

事
 
3
件

　
φ

1
5
0
m
m
 
L
=
5
5
6
ｍ

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
事

業
　

管
渠

更
新

設
計

業
務

委
託

等
　

　
 
 
　

2
件

（
終

末
処

理
場

の
更

新
工

事
）

　
終

末
処

理
場

更
新

設
計

業
務

委
託

　
 
 
2
件

　
終

末
処

理
場

機
械

設
備

更
新

工
事

　
 
 
3
件

決
算

額
（

千
円

）
学

校
教

育
課

【
９

款
１

項
３

目
　

教
育

費
】

小
中

一
貫

教
育

推
進

事
業

　
充

実
し

た
指

導
体

制
に

よ
る

児
童

生
徒

の
学

力
向

上
を

目
指

す
た

め
、

「
学

力
向

上
推

進
講

師
（

会
計

年
度

任
用

職
員

）
」

（
英

語
２

名
、

算
数

（
数

学
）

２
名

）
を

各
中

学
校

区
に

配
置

す
る

。
児

童
生

徒
・

教
職

員
の

交
流

を
促

進
す

る
た

め
、

小
学

校
高

学
年

の
中

学
校

登
校

、
中

学
校

教
員

の
小

学
校

へ
の

乗
り

入
れ

授
業

等
の

取
組

を
行

う
。

教
職

員
の

資
質

向
上

を
目

的
と

し
て

、
今

日
的

な
教

育
課

題
を

テ
ー

マ
と

し
た

研
修

を
実

施
す

る
。

 
ま

た
、

と
う

べ
つ

学
園

の
開

校
に

向
け

、
校

歌
の

制
作

や
シ

ラ
バ

ス
「

学
び

の
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
」

の
作

成
な

ど
、

開
校

準
備

に
関

す
る

業
務

を
行

う
。

1
1
,
3
3
0
　

学
力

向
上

推
進

講
師

（
英

語
２

名
､
算

数
（

数
学

）
２

名
）

が
小

学
校

と
中

学
校

を
行

き
来

し
、

「
一

貫
教

育
だ

よ
り

」
を

発
行

す
る

な
ど

、
教

職
員

へ
の

情
報

共
有

、
意

識
啓

発
を

図
る

と
と

も
に

、
指

導
案

の
作

成
補

助
や

授
業

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
っ

た
。

そ
の

結
果

、
全

国
学

力
・

学
習

状
況

調
査

の
算
数

・
数

学
で

全
国

平
均

を
上

回
り

、
英

検
I
B
A
で

5
0
％

以
上

の
中

学
校

３
年

生
が

英
検

３
級

相
当

以
上

の
結

果
を

出
す

な
ど

、
学

力
向

上
の

取
組

の
成

果
が

表
れ

て
き

て
い

る
。

　
小

・
中

学
校

間
を

円
滑

に
接

続
す

る
た

め
、

小
学

生
の

中
学

校
登

校
や

、
中
学

校
教

諭
に

よ
る

小
学

校
出

前
授

業
を

実
施

し
た

。
　

と
う

べ
つ

学
園

開
校

に
向

け
、

校
歌

の
制

作
、

教
育

課
程

編
成

、
運

営
計

画
作

成
な

ど
の

開
校

準
備

を
進

め
た

。
　

ま
た

、
保

護
者

が
子

ど
も

の
家

庭
学

習
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

の
手

引
書

と
し

て
「

学
び

の
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
」

を
作

成
し

、
町

立
学

校
の

す
べ

て
の

保
護

者
に

配
布

し
た

。

【
９

款
１

項
３

目
　

教
育

費
】

教
育

情
報

シ
ス

テ
ム

運
用

事
業

　
G
I
G
A
ス

ク
ー

ル
構

想
に

お
い

て
整

備
し

た
「

教
育

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

」
及

び
「

校
務

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
」

を
安

定
的

か
つ

安
全

に
使

用
で

き
る

よ
う

、
運

用
・

保
守

管
理

を
実

施
す

る
。

2
3
,
4
3
2
　

G
I
G
A
ス

ク
ー

ル
構

想
に

お
い

て
整

備
し

た
「

教
育

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

」
及

び
「

校
務

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
」

を
安

定
的

か
つ

安
全

に
使

用
で

き
る

よ
う

、
運

用
・

保
守
管

理
を

実
施

し
た

。

【
９

款
１

項
５

目
　

教
育

費
】

学
校

給
食

費
管

理
運

営
事

業
 
学

校
給

食
費

を
私

会
計

か
ら

公
会

計
化

へ
移

行
す

る
こ

と
で

、
口

座
引

き
落

と
し

の
可

能
な

金
融

機
関

を
拡

充
し

、
保

護
者

等
の

利
便

性
を

図
る

。
給

食
セ

ン
タ

ー
で

は
、

給
食

費
の

収
納

率
向

上
に

繋
が

り
、

提
供

す
る

給
食

の
更

な
る

質
の

向
上

を
図

る
。

4
7
,
5
6
5
　

金
融

機
関

の
拡

充
に

よ
り

収
納

率
は

少
し

向
上

し
た

が
、

今
後

も
未

納
対
策

に
取

り
組

ん
で

い
く

。
　

　
調

定
額

　
4
8
,
2
5
7
千

円
　

　
未

納
額

　
　

 
6
9
2
千

円
　

　
収

納
率

　
　

 
9
8
.
5
6
％

（
R
2
私

会
計

　
9
8
.
0
5
％

）

　
鯛

給
食

や
学

校
給

食
週

間
な

ど
で

新
メ

ニ
ュ

ー
（

２
５

品
）

を
開

発
し

、
子
ど

も
達

に
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
給

食
を

提
供

で
き

た
。

所
属

課
事

業
名

教
育

委
員

会【
７

款
５

項
１

目
　

土
木

費
】

東
町

団
地

改
修

事
業

(
町

営
住

宅
長

寿
命

化
事

業
)

1
3
5
,
0
8
0

　
東

町
団

地
改

修
工

事
　

 
1
棟

 
 
東

町
団

地
改

修
工

事
に

伴
う

移
転

補
償

2
3
,
1
0
0

1
4
3
,
7
7
0
　

終
末

処
理

場
の

耐
用

年
数

を
経

過
し

た
機

械
設

備
に

つ
い

て
、

計
画

的
な

更
新
を

行
い

、
安

心
で

快
適

な
町

民
生

活
の

確
保

及
び

下
水

処
理

機
能

の
維

持
に

努
め

た
。

事
業

内
容

成
果

の
説

明

上
下

水
道
課

【
７

款
５

項
１

目
　

土
木

費
】

公
共

賃
貸

住
宅

整
備

事
業

　
公

共
賃

貸
住

宅
整

備
工

事
　

1
棟

　
公

共
賃

貸
住

宅
整

備
工

事
に

伴
う

移
転

補
償

　
公

共
賃

貸
住

宅
整

備
事

業
と

し
て

、
教

職
員

住
宅

1
棟

4
戸

を
子

育
て

世
帯

向
け

の
公

共
賃

貸
住

宅
と

し
て

改
修

工
事

及
び

当
該

工
事

に
伴

う
移

転
補

償
を

行
っ

た
。

　
当

路
線

は
現

道
が

砂
利

道
の

た
め

、
大

雨
時

に
は

砂
利

が
流

出
し

、
わ

だ
ち
掘

れ
等

で
路

面
状

態
が

悪
化

す
る

こ
と

に
よ

り
年

数
回

の
通

行
規

制
を

行
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

3
5
1
m
の

上
層

路
盤

及
び

道
路

側
溝

の
整

備
を

行
っ

た
。

【
７

款
３

項
３

目
　

土
木

費
】

パ
ン

ケ
チ

ュ
ウ

ベ
シ

ナ
イ

川
河

川
浚

渫
事

業

　
市

街
地

を
流

れ
る

パ
ン

ケ
チ

ュ
ウ

ベ
シ

ナ
イ

川
は

こ
れ

ま
で

に
、

河
床

に
土
砂

が
堆

積
し

河
川

が
閉

塞
傾

向
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

大
雨

時
は

護
岸

を
越

水
し

浸
水

被
害

が
生

ず
る

恐
れ

が
あ
る

こ
と

か
ら

、
1
,
4
9
0
 

の
浚

渫
を

行
い

河
川

の
維

持
に

努
め

た
。

【
７

款
２

項
３

目
　

土
木

費
】

町
道

中
小

屋
線

道
路

改
良

事
業

　
道

路
改

良
工

事
　

道
路

改
良

 
 
L
=
3
5
1
.
0
m

　
町

営
住

宅
長

寿
命

化
事

業
と

し
て

、
東

町
団

地
改

修
工

事
及

び
当

該
工

事
に
伴

う
移

転
補

償
を

行
っ

た
。

　
更

新
を

迎
え

た
下

水
道

管
渠

に
つ

い
て

、
計

画
的

な
更

新
を

行
い

、
安

心
で
快

適
な

町
民

生
活

の
確

保
及

び
下

水
処

理
機

能
の

維
持

等
に

努
め

た
。

所
属

課
事

業
名

事
業

内
容

成
果

の
説

明

　
河

川
浚

渫
工

事
　

浚
渫

　
V
=
1
,
4
9
0
 
、

L
=
4
8
0
m

1
5
,
5
6
5

15



決
算

額
（

千
円

）
学

校
教

育
課

【
９

款
１

項
６

目
　

教
育

費
】

当
別

町
一

体
型

義
務

教
育

学
校

建
設

事
業

 
１

年
生

か
ら

９
年

生
ま

で
が

一
同

に
集

い
、

「
知

・
徳

・
体

」
を

備
え

た
世

界
に

通
用

す
る

人
材

育
成

を
目

指
し

、
学

習
や

部
活

動
な

ど
の

教
育

活
動

を
展

開
す

る
新

た
な

義
務

教
育

の
ス

タ
イ

ル
を

実
現

す
る

た
め

の
校

舎
を

建
設

す
る

。

4
,
1
3
3
,
0
1
7
　

当
別

町
一

体
型

義
務

教
育

学
校

建
設

事
業

と
し

て
、

「
と

う
べ

つ
学

園
」

の
校

舎
の

建
築

を
完

了
し

た
。

【
事

業
内

容
】

　
(
校

舎
)
　

　
　

　
9
,
3
6
1
㎡

　
(
屋

内
運

動
場

)
　

2
,
2
9
3
㎡

　
(
武

道
場

)
　

　
　

　
4
2
8
㎡

　
(
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｲ
ﾊ
ｳ
ｽ
)
　

　
　

 
2
1
4
㎡

　
 
 
(
合

計
)
　

　
1
2
,
2
9
6
㎡

 
建

築
主

体
 
2
,
9
4
6
,
2
2
9
千

円
(
R
2
繰

越
明

許
分

 
1
,
3
2
5
,
6
8
0
千

円
)

 
電

気
設

備
 
 
 
3
8
5
,
8
5
8
千

円
(
R
2
繰

越
明

許
分

 
 
 
1
9
6
,
9
9
0
千

円
)

 
機

械
設

備
 
 
 
5
3
2
,
4
0
5
千

円
(
R
2
繰

越
明

許
分

 
 
 
2
4
3
,
1
5
5
千

円
)

 
外

構
 
 
 
 
 
 
 
1
3
6
,
9
5
0
千

円
 
工

事
監

理
 
 
 
 
4
2
,
9
8
0
千

円
(
R
2
繰

越
明

許
分

 
 
 
 
1
9
,
6
3
8
千

円
)

 
当

別
中

学
校

解
体

実
施

設
計

　
1
1
,
3
3
0
千

円
 
 
　

開
発

行
為

等
変

更
図

書
作
成

　
4
9
0
千

円
 
手

数
料

　
5
8
1
千

円
　

　
備

品
運

搬
・

備
付

　
4
,
0
7
0
千

円
 
備

品
購

入
　

7
1
,
9
8
4
千

円
　

　
電

柱
移

転
補

償
　

1
4
0
千

円

社
会

教
育
課

【
９

款
４

項
２

目
　

教
育

費
】

読
書

活
動

推
進

事
業

　
図

書
館

蔵
書

の
充

実
、

図
書

館
情

報
専

門
員

（
司

書
）

の
任

用
、

利
用

者
の

視
点

に
立

っ
た

図
書

館
運

営
等

の
読

書
環

境
の

整
備

を
行

い
、

読
書

活
動

を
推

進
す

る
。

7
,
8
1
6
　

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
把

握
し

新
規

購
入

図
書

を
選

定
す

る
な

ど
、
工

夫
し

た
図

書
館

運
営

を
行

い
、

町
民

の
読

書
活

動
を

推
進

し
た

。
ま

た
、

学
校

図
書

館
に

司
書

を
派

遣
し

、
図

書
整

理
や

館
内

装
飾

な
ど

の
支

援
を

行
い

、
学

校
に

お
け

る
読

書
環

境
整

備
も

行
っ

た
。

　
利

用
者

数
　

　
当

別
町

図
書

館
　

　
　

 
 
 
 
　

　
 
 
 
3
,
2
2
0
名

　
　

　
　

　
　

　
当

別
町

図
書

館
西

当
別

分
館

 
 
 
 
 
 
 
2
,
5
7
3
名

【
９

款
５

項
１

目
　

教
育

費
】

4
5
,
5
6
4

社
会

体
育

施
設

等
指

定
管

理
事

業

　
利

用
者

数
　

　
当

別
町

総
合

体
育

館
　

　
　

 
 
 
 
 
 
2
5
,
0
5
2
名

　
　

　
　

　
　

　
当

別
小

学
校

水
泳

プ
ー

ル
　

 
 
 
 
 
 
 
2
,
2
4
7
名

　
　

　
　

　
　

　
白

樺
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

セ
ン

タ
ー

　
 
8
,
5
9
7
名

2
,
2
0
9

4
4

　
社

会
体

育
施

設
等

を
指

定
管

理
者

が
施

設
管

理
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
効
果

的
、

効
率

的
に

管
理

運
営

業
務

を
行

い
、

町
民

の
健

康
づ

く
り

、
仲

間
づ

く
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
機
会

を
提

供
し

た
。

　
社

会
体

育
施

設
等

（
当

別
町

総
合

体
育

館
、

当
別

小
学

校
水

泳
プ

ー
ル

、
白

樺
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

セ
ン

タ
ー

）
の

管
理

運
営

業
務

を
効

果
的

か
つ

効
率

的
に

行
う

た
め

、
指

定
管

理
に

よ
る

施
設

管
理

を
実

施
す

る
。

子
ど

も
未
来

課
【

３
款

２
項

３
目

　
民

生
費

】
保

育
支

援
者

配
置

補
助

事
業

　
保

育
設

備
や

遊
具

の
消

毒
、

給
食

の
配

膳
・

片
付

け
、

寝
具

の
用

意
・

片
付

け
等

、
保

育
士

に
代

わ
っ

て
保

育
周

辺
に

係
る

業
務

を
行

う
保

育
支

援
者

を
配

置
す

る
費

用
の

一
部

を
助

成
す

る
。

　
保

育
支

援
者

を
配

置
す

る
こ

と
で

、
保

育
教

諭
の

負
担

を
軽

減
し

、
園

全
体
の

質
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
決

算
内

訳
　

夢
の

国
幼

稚
園

　
1
,
2
0
0
千

円
　

　
　

　
　

　
お

と
ぎ

の
く

に
　

1
,
0
0
9
千

円

【
３

款
２

項
４

目
　

民
生

費
】

子
育

て
短

期
支

援
事

業
（

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
事

業
）

　
保

護
者

の
病

気
や

出
産

、
育

児
疲

れ
な

ど
の

理
由

に
よ

り
、

一
時

的
に

家
庭

で
子

ど
も

を
養

育
す

る
こ

と
が

出
来

な
く

な
っ

た
場

合
に

、
宿

泊
を

伴
う

預
か

り
を

行
う

。

・
子

育
て

の
サ

ポ
ー

ト
と

し
て

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

体
制

の
強

化
が

図
れ

た
。

・
Ｒ

３
年

度
利

用
者

な
し

　
決

算
内

訳
　

子
育

て
短

期
支

援
補

償
保

険
　

4
4
千

円

所
属

課
事

業
名

事
業

内
容

成
果

の
説

明
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